


　

い
ま
、
日
本
は
人

口
減
少
社
会
に
突
入

し
、
添
田
町
に
お
い

て
も
昨
年
10
月
の
国
勢
調
査
の
速
報
値
で
は
、
人
口
１

万
人
を
割
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
添
田
町
は
、
人
口
減

少
問
題
に
立
ち
向
か
い
、
人
口
１
万
人
を
目
標
と
し
50

年
後
も
維
持
し
続
け
る
事
に
挑
戦
す
る
た
め
、
昨
年
11

月
に
「
添
田
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
「
添
田
町
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
地
方
創
生
は
、
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
、

豊
か
な
自
然
と
歴
史
の
こ
こ
ろ
が
つ
く
る
活
力
の
あ
る

ま
ち
を
推
進
し
、
町
の
活
性
化
に
生
か
そ
う
と
す
る
も

の
で
す
。
添
田
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
で
は
、
今
取
り
組
む
べ
き
目
標
と
し
て
「
安
心
し
て

住
み
続
け
ら
れ
る
定
住
促
進
」、「
地
域
資
源
を
活
か
し

た
農
林
業
の
振
興
」、「
英
彦
山
を
核
と
し
た
観
光
振
興
」

の
三
本
の
矢
を
掲
げ
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
度
は
、

６
世
帯
の
若
者
定
住

住
宅
を
整
備
し
ま
し

た
。
平
成
28
年
度
も
６
戸
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
他
、
空
き
家
バ
ン
ク
事
業
の
充
実
を
図
り
、
住

宅
取
得
の
支
援
や
移
住
総
合
支
援
窓
口
の
設
置
な
ど
に

も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
、
児
童
福
祉
施
策
で
は
、

引
き
続
き
、
子
育
て
世
代
の
継
続
的
な

支
援
に
努
め
ま
す
。
子
ど
も
の
貧
困
も

社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
育
児
用

品
を
再
利
用
す
る
仕
組
み
づ
く
り
な
ど
、

国
の
施
策
と
あ
わ
せ
た
取
り
組
み
を
図

っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

少
子
化
対
策
と
し
て
実
施
し
て
い
る

添田町では、第５次総合計画をさらに推進し、
町の活性化に生かすため、昨年11月に添田

町人口ビジョンと添田町まち・ひと・しごと創生
総合戦略を策定し、取り組むべき目標として農林
業・観光・定住の三本の矢を掲げました。地域は
地域で守る。添田町は、人口減少問題に立ち向かい、
人口１万人を目標とし50年後も維持し続ける事に
挑戦する町づくりを進めます」
　３月に行われた定例議会で、寺西明男町長が発
表した本年度の施政方針の中から、町の目指すべ
き方向性と重要施策を抜粋してお伝えします。

　

添
田
町
歴
史

的
風
致
維
持

向
上
計
画
の

認
定
に
よ
り
、
今
後
10
年
間
は
、
こ
の
計
画

に
そ
っ
て
英
彦
山
お
よ
び
本
町
地
区
等
重
点

区
域
を
中
心
に
、
歴
史
に
ふ
れ
あ
う
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し
、
町
民
相
互
の
交
流
や
都
市

と
の
交
流
の
場
と
し
て
、
地
域
の
活
性
化
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
英
彦
山
の
国
史
跡
指
定
に
向
け
、
現

在
、
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
英
彦
山
に
点

在
す
る
庭
園
に
つ
い
て
も
、
国
の
名
勝
指
定
に
向

け
て
調
査
を
行
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
英
彦
山
神
宮
奉
幣
殿
が
再
建
四
百

年
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
平
成
28
年
度
中
の
史

跡
指
定
を
目
指
し「
歴
史
の
ま
ち
」と
し
て
、
町

内
外
に
情
報
を
発
信
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
を

活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　

元
気
な
ま
ち
づ
く

り
活
動
支
援
事
業
で

は
、
町
民
主
導
の
地

域
づ
く
り
を
後
押
し
す
る
た
め
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
派

遣
す
る
な
ど
、
地
域
づ
く
り
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

林
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
森
林
を
適
切
に
管
理
す

る
た
め
、
森
林
経
営
計
画
作
成
や
施
業
の
集
約
化
を
推

進
し
、
シ
カ
被
害
防
止
柵
お
よ
び
作
業
道
設
置
を
支
援

す
る
こ
と
で
林
業
の
生
産
活
動
の
活
性
化
に
努
め
ま
す
。

　

観
光
事
業
で
は
、
花
火
大
会
な
ど
、
四
季
折
々
に
イ

ベ
ン
ト
を
催
し
、
入
込
客
の
増
加
を

図
り
、
町
の
活
性
化

に
繋
が
る
施
策
を
展

開
し
ま
す
。

　

し
尿
・
ご
み
処
理
は
、
田
川
地
域
８
市
町
村
で
の
広

域
処
理
で
協
議
が
進
ん
で
い
ま
す
。
本
町
に
と
っ
て
最

も
効
率
的
な
処
理
体
制
に
向
け
、
住
民
の
皆
さ
ん
へ
随

時
、
報
告
し
、
意
見
を
伺
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

大
規
模
災
害
に
備
え
、
自
主
防
災
組
織
の
設
立
を
積

極
的
に
支
援
し
ま
す
。
ま
た
、
全
国
的
に
危
険
な
空
家

等
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
法
律
に
基
づ
く
添
田

町
空
家
等
対
策
協
議
会
を
設
置
し
、
空
家
等
対
策
計
画

の
策
定
や
実
施
に
関
す
る
協
議
を
行
い
ま
す
。

　

町
営
住
宅
は
、
平
成
29
年
度
か
ら
朝
日
ヶ
丘
団
地
の

解
体
・
造
成
工
事
を
行
う
計
画
で
す
。
そ
の
た
め
、
平

成
28
年
度
は
、
地
盤
調
査
業
務
お
よ
び
開
発
行
為
許
可

申
請
の
た
め
の
実
施
設
計
業
務
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

高
齢
者
の
活
躍
、

活
動
の
機
会
を
推
進

し
て
い
く
と
と
も
に
、

医
療
や
介
護
が
必
要
と
な
っ
て
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で

継
続
し
て
生
活
で
き
る
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築

を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
認

知
症
に
関
す
る
啓
発
や
予
防

教
室
事
業
な
ど
の
充
実
を
図

り
、
高
齢
者
の
豊
か
な
経
験

と
知
識
を
活
か
し
た
社
会
活

動
へ
の
参
加
を
促
進
し
ま
す
。

　

今
年
度
も
年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金
と

臨
時
福
祉
給
付
金
事
業
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

役
場
窓
口
の
手
話
通
訳
者
配
置
を
引
き
続
き
行
い
、
障

が
い
者
が
快
適
に
暮
ら
せ
る
社
会
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

人口減少に立ち向かい、50年後も人口一万人を維持し続けることに挑戦する
「地方創生３本の矢」と「総合計画３つの重点プロジェクト」

←夏の風物詩。筑豊地区最大級の規模と
　なったそえだ花火大会

←４月から６世帯24人が添田町に定住
　することになった若者定住住宅

人口を増やし、地域を活性化

安全、安心で楽しく暮らせるまちづくり

平成28年度
施政方針

農
林
業
・
観
光
・
定
住

地
方
創
生
３
本
の
矢

「

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
❶

定
住
促
進

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
❸

歴
史
ま
ち
づ
く
り

地
域
づ
く
り
・
林
業
振
興

観
光
施
策

環
境
衛
生
・
防
災

空
き
家
対
策
・
住
宅
整
備

高
齢
者
福
祉
・
社
会
福
祉

臨
時
福
祉
給
付
金

　

生
活
の
基
盤
で
あ

る
道
路
は
、
道
路
が

果
た
す
役
割
や
地
域

の
実
情
を
充
分
考
慮
し
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
協
働
に
よ

る
道
路
整
備
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
橋
り
ょ
う
は
今
後
、

急
速
に
老
朽
化
が
進
む
と
予
想
さ
れ
る
た
め
、
橋
り
ょ

う
の
予
防
安
全
、
老
朽
化
対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

　　

学
力
向
上
に
つ
い
て
は
、
学

校
長
や
教
務
主
任
で
構
成
さ
れ

た
学
力
向
上
推
進
・
検
証
委
員

会
を
設
置
し
、
各
学
校
の
課
題

点
を
発
見
し
、
共
通
認
識
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
対
応
し
て

い
き
ま
す
。
各
学
校
施
設
は
、
安
全
で
安
心
し
て
学
べ

る
環
境
整
備
を
目
指
し
、
統
合
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら

最
善
の
方
法
で
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

社
会
教
育
関
係
で
は
、
町
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た

ち
が
、
町
行
政
や
議
会
の
仕
組
み
を
学
び
、
身
近
な
問

題
か
ら
自
分
た
ち
が
暮
ら
す
地
域
や
将
来
の
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
意
見
や
提
案
を
す
る
場
と
し
て
子
ど
も
議

会
を
開
催
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

築
40
年
を
経
過
し

た
役
場
庁
舎
は
、
耐

震
診
断
の
結
果
を
踏

ま
え
、
町
民
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
場
、
被
災
者
支
援
の
拠

点
の
場
と
し
て
、
耐
震
化
に
着
手
し
ま
す
。
ま
た
、
公

共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
の
策
定
お
よ
び
固
定
資
産
台

帳
整
備
業
務
を
引
き
続
き
行
っ
て
い
き
ま
す
。

道
路
整
備

橋
り
ょ
う
の
安
全
管
理

学
力
向
上
・
学
校
施
設

子
ど
も
議
会

庁
舎
耐
震

公
共
施
設
管
理

田
川
地
域
８
市
町
村
で
の
広

備備

↑園児と交流するなど楽しく介護予防
　を行っている若返り教室

↑添田中学校おやじ会などが行う英峰塾は、
　中学３年生の受験勉強をサポート

出
産
育
児
奨
励
金
給
付
事
業
は
、
定
住
施
策
へ
と
つ
な

げ
る
た
め
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

　

健
康
対
策
で
は
、
町
民
一
人
ひ
と
り
が
健
康
で
い
き

い
き
と
暮
ら
せ
る
よ
う
、
そ
れ
ぞ
れ
の
年
代
や
状
況
に

応
じ
、
充
実
し
た
保
健
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
定
住
を
推
進
す
る
た
め
、
光
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
利
用
し
、
添
田
町
の
様
々
な
魅
力
を
町
内
外
に
向

け
て
積
極
的
に
発
信
し
ま
す
。

　

就
農
支
援
事
業
に

つ
い
て
は
、
今
後
も

農
家
や
地
域
の
皆
さ

ん
と
連
携
を
図
り
、
就
農
お
よ
び
定
住
支
援
を
推
進
し

ま
す
。
平
成
27
年
度
か
ら
新
た
に
女
性
を
対
象
と
し
た

農
業
体
験
事
業
を
開
始
し
ま
し
た
。
添
田
町
の
農
業
フ

ァ
ン
と
し
て
情
報
の
発
信
源
と
な
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、

引
き
続
き
、
事
業
推
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
生
産
基
盤
と
な
る
人
材
育
成
と
施
設
整
備
を

進
め
、
食
の
安
全
と
安
定
し
た
生
産
を
確
保
し
、
新
規

参
入
者
へ
の
支
援
に
も
取
り
組
み
、
雇
用
の
創
出
に
つ

な
げ
て
い
き
ま
す
。

　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
道
の
駅
歓
遊
舎
ひ
こ
さ
ん
は
、

楽
し
ん
で
買
い
物
で
き
る
よ
う
、
多
彩
な
品
揃
え
や
イ

ベ
ン
ト
な
ど
、
魅
力
あ
る
売
り
場
づ
く
り
に
取
り
組
み

ま
す
。
そ
の
他
の
商
工
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
本
町
で

新
た
に
創
業
を
目
指
す
起
業
家
を
支
援
す
る
た
め
、
商

工
会
と
連
携
し
、
講
習
会
の
開
催
と
い
っ
た
推

進
体
制
の
構
築
を
目
指
し
ま
す
。

　

地
域
交
通
施
策
に
つ
い
て
は
、
町
バ
ス

の
運
行
や
西
鉄
バ
ス
添
田
線
の
維
持
確

保
対
策
に
努
め
て
い
ま
す
が
、
新

た
に
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
を
実

施
し
ま
す
。

３　広報そえだ（平成 28年４月号） 広報そえだ（平成 28年４月号）　２

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
❷

農
業
振
興









登録と注射 注射料金 登録手数料 済票手数料 合　計
初めて登録 2,600円 3,000円 550円 6,150円
登録済み 2,600円 0円 550円 3,150円












